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於：帝京大学八王子キャンパス》 

 

（Ⅰ）秦漢追書初探 

畑野 吉則（日本学術振興会特別研究員 PD） 

 

本報告では、秦代の文書行政における「追書」という文書システムについて、里耶秦簡

の事例をもとに基礎的な考察を行なった。従来研究で「追書」は、睡虎地秦簡・秦律十八

種・行書律 184・185 簡にみえる「報」と「追」という文書用語の解釈により理解されて

きた。一方、二〇〇二年に出土した里耶秦簡、および居延新簡に追書の実例が確認できる

が、これらを踏まえた包括的な分析はなされていない。そこで本報告では、里耶秦簡 8-755

～759 の一連の文書の分析を中心に、「追書」の機能を明らかにしようとした。 

秦律によると、「報」とは、文書の発信および受信した場合に行なう返信のことを指し、

「追」とは、「報」が来ない場合に取られる処置で、先行研究では「追跡調査する」と解

釈されてきた。実際に、里耶秦簡 9-1～12 の債務労役者に関する文書には「未報謁追」と

記され、最初の発信から約一年後に、追跡調査として追書を発信している。 

しかし、里耶秦簡 8-755～759 および 12-1784 にみえる追書は、秦律の解釈と合致しない。

ここで問題となるのは、追書の発信間隔である。8-755～759 では、同じ文書が四通送られ

ており、二通目は一通目の十八日後、三通目は二通目の十七日後、四通目は三通目の十三

日後の日付で追書が送られている。12-1784 では、最初の文書の発信日から二十六日後の

日付で追書が送られている。現有の里耶秦簡によれば、洞庭郡から遷陵県への文書は通常

二十日程度で到着する。したがって、洞庭郡からの文書を受信して、遷陵県からの「報」

が洞庭郡に届くには、およそ四十日かかることになり、秦律の解釈と合致しない。このよ

うなケースを本報告では、「報」の有無にかかわらず一定の間隔で文書を発信するリマイ

ンダ（備忘通知）式の追書と考えた。 

秦代の文書行政では、秦律に準じた通常の追書と、リマインダ式の追書を同時期に併用

していた。また、秦律にみえる「相報宜到不來者追之」は、里耶秦簡では「相報不報追之」

と記されており、一部の文書のみに確認できる。そのため、追書はすべての行政文書に適
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用されたわけではないことがわかる。 

以上の結果は、秦代文書行政の厳格さだけでなく、統一直後に行政システムとしての成

熟度を示すものであろう。 

   

                            

（Ⅱ）様式論的視点からみた所謂「記」の問題 

――文書簡牘の整理方法を考える―― 

陶安 あんど（明治大学法学部） 

 

本報告では、文書簡牘に特化した整理方法の必要性と可能性について、理論的な考察を

試みた。道しるべとしては、日本古文書学の方法論と、居延漢簡を中心とする日本の文書

簡牘研究を参考にした。居延漢簡研究については、冊書の復原と断片の集成という二つの

流派に分けて検討を加えたが、後者については、さらに所謂「記」の問題を例に取り上げ、

その限界およびそれを克服する方法を考究した。また、日本古文書学については、早くか

ら古代文書および様式論的分析への偏重等の問題が指摘され、歴史学の補助学としては

「史料学」ないしは「アーカイブズ学」に取って代わられたが、本報告では、古代文書の

特殊性に由来する方法論的特徴に注目し文書簡牘の整理方法への応用の可能性を探って

みた。 

さて、文書簡牘に特化した整理方法の必要性については、簡牘が考古学的遺物として出

土する以上、出土状況等に配慮した出土資料特有の研究方法が求められることは多言を要

しないが、簡牘の記載内容によって、多種多様な研究手法が考古学と異なる有効性を示す

ことも紛れもない事実である。中でも、古代の文献が記されている簡牘については、いわ

ゆる「出土文献研究」という学術領域が確立し、とりわけ中国国内において近年長足の進

歩を遂げた。それに対して、文書を内容とする簡牘については、それに特化した方法論が

語られることが少なく、初期整理の段階から文献学的復原がなされている書籍簡牘と比べ

ては、文書簡牘は殆ど未整理のまま公表される感が否めない。 

一方、森鹿三の研究班に遡る居延漢簡の研究の中から、文書簡牘に特化した研究手法が

開発され、整理段階における方法論的問題を考える上で極めて有益である。とりわけ、簿

籍について分類と集成を通じて顕著な研究成果が得られた。それに対し、狭義の文書につ

いては同様な成果はなかなか見られない。その主たる原因を「記」の問題を例に考えるに、

文書の様式論的特性が充分に認識されていない点が挙げられる。標題簡・本文簡・尾題簡

の三つの基本要素からなる簿籍は、本文簡においても高い様式論的統一性を保つのに対し

て、狭義の文書では、書出と書止に高い反復性が見られるものの、本文には統一的に把握

できる様式論的特徴は認められない。そうした状況の中で、書出と書止の様式論的分析に

徹せず、伝世文献と一部の文書本文簡に共通して観察される「記」という概念を文書の分

類・集成基準としたことは、「記」という概念の出現と関わる前漢後半期における文書様

式の変化を明確に捉えられなかった原因である、と本報告は主張する。 

日本古文書学における文書の定義は、個別的名称の違いを捨象すれば、常に差出人・受

取人・働きという三つの要素からなる。それは律令時代の公式令に定められた文書様式に

対応しており、「働き」は、文書様式の書出において差出人と受取人の間に置かれる動詞
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（例えば移・符など）によって表わされる。本報告ではこの動詞を文書の発信形式と名づ

けた。秦漢時代に関しては公式令の如く文書様式を総合的に定めた法令の存在は確認され

ていないが、全ての文書様式が差出人・受取人・発信形式によって特徴づけられる点に変

わりがない。故に、この三要素なくしては文書簡牘の初期整理ないしは分類集成は成立し

得ない。本報告では里耶秦簡および「記」と関連して指摘される文書簡牘群を例に、文書

様式の時代変遷もこの三要素によって正確に記述できることを示した。 

 

 

（Ⅲ）《夢庵藏印》所收古璽的調查與研究 

劉 海宇  （岩手大学平泉文化研究センター教授） 

玉澤 友基（岩手大学人文社会科学部教授） 

 

《夢庵藏印》是太田孝太郎（號夢庵，1881-1967）所收藏部分中國古印的印譜，該

印譜的初印本發行於大正庚申（1920）年，再印本發行於大正丙寅（1926）年，羅振玉

在序中稱讚這批藏印“監別至精，無一贗品”。印譜發行冊數極少，且兩印譜內容頗有出

入，順序也完全不同，又均無頁碼和編號，所收古璽未收錄於《古璽彙編》，今人難窺

其全貌。再加上部分印文筆畫殘損致使印影不清，不少文字難以識讀。太田氏過世後，

其家人把這批藏印的主體部分捐贈給岩手縣立博物館。迄今學者僅對這批古璽進行過部

分的釋讀和整理，例如：羅福頤氏在 1930 年出版的《古璽文字徵》中收錄《夢庵藏印》

34 顆古璽的單字以及璽文摹本，1956 年太田夢庵氏等主編的《定本書道全集·印譜篇》

收錄《夢庵藏印》12 顆古璽的印影及 4 顆古璽的印紐照片，等等。此外，巖手縣立博物

館藏品基本資料卡片所載釋文和尺寸數據等亦有很大的問題。迄今尚未有人對這批古璽

進行系統而科學的調查與研究。 

本發表以《夢庵藏印》所收古璽為對象，進行系統的整理和研究，共收錄 143 顆古

璽。發表內容分調查整理篇與研究篇兩部分，調查整理篇首次公佈印面與印鈕的照片、

璽印的詳細尺寸與重量，整理印譜初刊本、再刊本以及博物館基本台賬的異同，研究篇

結合近年來戰國文字最新研究成果以及調查所得詳盡資料對部分有問題古璽進行研究和

考釋，希冀對先秦古璽以及古文字的研究有所裨益。 
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《特別寄稿》 

劉釗教授招聘記 

劉 海宇（岩手大学平泉文化研究センター教授） 

 

はじめに 

上海復旦大学劉釗教授(以下「氏」と称す)は、古代漢字研究の最も著名な研究者の一

人として知られ、これまで數多くの編著書と論文を発表されている。現在、同大学出

土文献与古文字研究中心のセンター長を勤められ、さらに中国古文字研究会秘書長、

中國教育部「長江学者」特聘教授も兼任されている。氏は、2017 年 10 月から 2018 年

3 月にかけて共同研究のため東京外国語大学に滞在されていた。その際、上海復旦大学

の廣瀬薫雄先生のご紹介により、2017 年 12 月 21 日(木)から 3 日間の日程で岩手大学

へ招聘し交流を行った。 

 

岩手大学での講演 

氏は、12 月 21 日午前に奥様を同伴され新幹線で盛岡に到着された。藪敏裕教授(当

センター長)と劉海宇がご夫妻を出迎え、ソバ屋での昼食の後岩手大学へお連れした。

招聘者の一人である人文社会科学学部書道研究室の玉澤友基教授と午後の講演会等に

ついて打合せを行った。 

午後 2 時 45 分から始められた講演会は、人文社会科学学部書道研究室と当センター

との共催で行われた。講演の題目は「中国古文字書跡の鑑賞及び古文字の装飾化と美

化」である。講演会は 80 名収容の教室で行われ、聴講者は書道学科の学生を中心に教

育学部国語科の学生も加わっており、教室は学生・教員でほぼ満席であった。玉澤教

授の挨拶と藪教授による講師紹介の後、氏はパワーポイントを使用した出土文字資料

の画像を提示しつつ、劉海宇の通訳によ

り講演を進められた。 

講演の内容は、古文字書跡の画像の実

例を挙げつつ、古文字字形の構造と点画

の配置に表れる装飾化・美化の傾向を分

析するものであった。中国古文字書跡は

種類が豊富であり、中国書道史のなかで

ひと際異彩を放つ存在である。特に、甲

骨文から漢代簡帛まで古文字字形の構造

と点画の配置は、古代中國人の美意識及

び空間概念を表していることについて、

具体例を出しながら説明され、古文字字

形構造の特徴を、「見縫挿針」・「巧妙

配置」・「巧妙借筆」・「左右対称」・

「添加飾筆」・「省形移位」・「連結全

体」・「随体湾曲」・「変化結構」・「時

尚図形」等にまとめられた。氏の漢字に

   

向かって右は劉釗教授、左は玉澤教授 
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対する造詣の深さを堪能できる講演であった。一時間半の講演の後、しばらく質疑応

答が交わした後、書道研究室を見学、学生の北京大学蔵漢簡『周馴』の臨書作品など

を鑑賞した(写真)。 

 

岩手県立博物館での太田夢庵旧蔵中国古印調査 

翌朝、氏ご夫妻と玉澤教授と劉海宇と四人で、岩手県立美術館と原敬記念館とを見

学し、午後は岩手県立博物館へ出向き太田夢庵旧蔵中国古印の調査を行った。 

岩手県立博物館蔵の中国古印は、故太田孝太郎氏（号：夢庵、盛岡市出身、1881～

1967）が収集した中国古印のコレクションで、先秦期から清時代までの広い年代範囲

にわたるものである。太田氏の没後、遺族が博物館に寄贈したもので、現在 1091 顆が

収蔵されている。これらの古印は、精厳な鑑定眼と学識によって一点の贋品も含まず

とされ、また珍奇な印にも眼を向けたために、資料的・学術的な価値は声価が高い。2

年ほど前から玉澤教授と劉海宇が共同で太田夢庵旧蔵中国古印の整理とその研究を始

めており、昨年 12 月 2 日に東京で開催された本学会平成 29 年第 2 回大会において、

その一端を「『夢庵蔵印』所収先秦古璽的整理與研究」という題目で発表した。その

際にも論文原稿を、事前に氏のもとに送ってご指導を賜っており、今回の岩手県立博

物館への訪問は、氏に古印の実物を実見したうえでさらなるご教示を仰ぐためであっ

た。 

博物館に到着後、学芸調査員の原田祐参氏に挨拶し、収蔵庫へ案内された。『夢庵

蔵印』・『楓園集古印譜』に含まれる古璽を中心に、岩手県立博物館蔵の中国古印等

を手に取って実見調査し、特に従来から難読とされていた字について意見交換をしつ

つ検討を行った。その後、常設展示室に展示された中国古印についても調査し、他の

常設展をも合わせて見学した。 

夜にはこれらの視察を受けて意見交換を行うため懇親会を開いた。メンバーは、氏

ご夫妻及び藪教授・劉のほか、教育学部の田中成行准教授・馬術部顧問で当センター

兼務教員の平原英俊教授も加わることとなった。氏が長沙馬王堆漢墓帛書『相馬経』

を研究されていることはつとに有名であり、特に岩手県の馬に詳しい平原教授が参加

したことを氏は喜んでおられた。岩手県は古くから名馬の産地として知られ、平安時

代晩期には平泉の藤原氏がたびたび朝廷に名馬を献上したことはよく知られている。

席上、名馬の判断基準である赤兎馬などの話題などで盛り上がった。また、田中准教

授から白川静博士の漢字学に対する氏の評価について意見をうかがう等、充実した会

話が交わされた。夏休みに藪教授と劉が安徽大学蔵戦国楚簡の『詩経』の調査につい

て、氏よりその調査の手配について同意いただいたことは、まったく望外の喜びであ

った。 

 

平泉世界文化遺産視察 

12 月 3 日の朝、劉海宇が、氏ご夫妻をホテルに迎え、3 人で新幹線を利用して水沢

江刺駅に移動した。新幹線の車中で、氏より古文字研究の電子資源や電子ノートの使

い方など研究方法について様々なご教示をいただき、私個人の研究にとって裨益され

ることが多かった。奥様の劉暁冷氏が復旦大学日本語学科の教員で日本近現代文学の
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研究者でもあり、松尾芭蕉や宮沢賢治の研究を行っておられ、平泉遺跡群にもご興味

をお持ちであった。 

水沢江刺駅において、伊藤博幸当センター客員教授の出迎えを受け、伊藤教授の運

転する車で中尊寺へ出向き、菅野成寛当センター客員教授に挨拶し、中尊寺図録の贈

呈を受けた。その後、「讃衡蔵」を見学し、「中尊寺供養願文」等を見学しこの願文

の従来の解読文についての私の修正意見を述べ、意見交換を行った。また、氏は中国

古代に敵の首級の処置法についても研究されており、藤原氏四代目泰衡の首級の入れ

た漆桶にいたく感心をひかれ、その首桶に発見されたハスの種子が開花して中尊寺蓮

と名付けられたとの紹介を聞き、「一蓮托生」して極楽浄土に生まれ変わるとの意味

が含まれたのではないかとの意見を開陳された。その学識の深さには感心させられた。

金色堂を見学した後、芭蕉像とその詩碑の前で奥様が大学院時代に「奥の細道」を研

究したことについて述懐され平泉と芭蕉のゆかりについて思いをはせた。その後、菅

野教授に別れの挨拶を告げ、毛越寺に向かった。 

毛越寺では、平安時代の浄土庭園である大泉が池を視察した。中国から伝来した曲

水流觴と毛越寺の遣水との関係に強い関心を示された。その後、柳之御所遺跡を見学

し、資料館では中国産陶磁器や古代のトイレットペーパーとしての籌木などを参観し、

中国敦煌の漢代トイレ遺跡からも籌木が出土したこと等の比較に話が弾んだ。 

最後に、奥様のご希望で芭蕉が｢夏草や兵どもが夢のあと｣という夏草の句を詠んだ

とされる高舘義経堂を見学した。この高台が義経の終焉の地とされ、現状ではここに

義経堂・宝物館等が建てられている。数十段の階段を登ると、目の前に桜で有名な束

稲山の美しい眺望が広がり、特に芭蕉の｢夏草の句｣と「奥の細道」の一節が刻まれて

いる｢夏草句碑｣に対して奥様は強い感心を持たれていた。 

平泉町内のレストランで簡単な昼食をすまし、氏ご夫妻は一ノ関駅から新幹線で帰

京の途についた。別れがたいへん名残惜しかったが、また夏休みに上海での再会を楽

しみにしている。 

 

おわりに 

2017 年 11 月に、藪教授と劉海宇は曲阜師範大学で行われる国際学会に参加した帰

り、上海で 1 泊して廣瀬薫雄先生と会食した。その際に、廣瀬先生より氏が東京外国

語大学に滞在されたことを知り、さらに廣瀬先生より氏をご紹介いただき岩手大学に

お招きすることができた。廣瀬先生に感謝申し上げたい。 

今回の招聘を通じて、氏より中国における古文字研究の最新成果を披露いただき、

また古璽等を含む古文字の研究資料・研究方法等についても様々のご指導をいただき、

大きな収穫を得ることができた。氏個人との関係を発展させたのみならず、両大学間

の学術交流をもすすめることができた。氏にはご多忙の折に遠く東北の地に足を運ん

でいただき、様々なことをご教示いただいたことを深く感謝申し上げたいと思う。 
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《新刊紹介》 

（Ｉ）宮宅潔編『多民族社会の軍事統治—出土史料が語る中国古代—』（京都大学学

術出版会、京都、2018 年 4 月、本体 4,800 円） 

本書は京都大学人文科学研究所の宮宅潔氏を代表者とする国際共同研究「中国古代

の軍事と民族—多民族社会の軍事統治—」の研究成果である。中国古代軍事史におい

て他に類をみない総合的な共同研究であり、扱われている出土資料も秦漢から唐代に

至る関連簡牘・石刻資料を網羅し、地域的にも中国本土はもとより、その辺境地域や

朝鮮半島といった中国周辺に及ぶ。本書は今後の我が国における中国古代軍事史研究

の基礎となり得るものであるが、また軍事史に関連する諸相を視野に入れるがために、

軍事史にとどまらない波及効果も期待される。掲載文の著者・タイトルについては、

京都大学学術出版会のサイトを参照されたい。 

(http://www.kyoto-up.or.jp/book.php?isbn=9784814001361) 

 

（Ⅱ）武漢大学簡帛研究中心主辨『簡帛』第十六輯（上海古籍出版社、上海、2018 年

5 月、68 元） 

本書は武漢大学簡帛研究中心が出版している出土文献研究に関する学術雑誌の最新

刊である。本輯は計２３本の論考からなっている。今回は郭店楚簡・上博楚簡・清華

簡・曾侯乙墓竹簡・睡虎地秦簡・放馬灘秦簡・里耶秦簡・北大秦簡・同漢簡・尹湾漢

簡・居延漢簡・馬王堆帛書など、多種多様な簡牘が扱われている。掲載文の著者・タ

イトルについては、武漢大学簡帛研究中心サイトにおける本書の紹介文を参照された

い。(http://www.bsm.org.cn/show_news.php?id=801) 

（執筆：小寺 敦） 

 

《学会彙報》 

○大会委員会より 

（１）「例会」より「大会」への名称変更について 

これまで当学会では毎年度 7 月・12 月に「例会」、3 月に「大会」を開催してまいりま

した。しかし、例会と大会との間には総会の有無以外に異なるところがないものの、業績

評価において例会報告・大会報告に差のつく場合がありました。そこで、2016 年度より「例

会」の名称を「大会」に変更し、あわせて大会を 7 月（第 1 回大会）・12 月（第 2 回大会）

の年 2 回開催とすることになりました。それに伴い、例会委員会の名称も大会委員会へと

変更いたしました。ご理解賜りますとともに、今後ともご支援のほど、何卒よろしくお願

い申し上げます。 

（２）2017 年度第 2 回大会（総 69 回）が、2017 年 12 月 2 日（土）、帝京大学八王子キャン

パスを会場に開催されました。 

 

○会報委員会より 

（１）2012 年 7 月 21 日に開催された臨時総会において、「中國出土資料學會著作權規定」が

承認され、即日施行されました。本会報については第 46 号（2011 年 3 月発行）から同規定

が適用されます。対象となる各号掲載の著作物の利用に際しては、同規定の定めるところ
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により処理されることになりますので、希望される方は、HP 掲載の利用申請書をダウンロ

ードして事務局まで申請してください。 

（２）年二回の大会開催時に合わせて発行される本『中國出土資料學會會報』は、新しい学

術情報をできるだけ早く提供することを目的として編集されています。 

会員各位におかれましては有益な情報を入手されたら、是非とも会報委員会に原稿の提

供をお願い致します。中国における最新の学界動向、遺跡発掘の模様、学会参加記、新刊

紹介など、広く提供するに足ると感じられた情報であれば何でも結構です。 

原稿は随時受け付けておりますので、事務局宛電子メールの添付ファイルとしてお送り

ください。今後会報の内容を一層充実させるため、会員諸氏のふるってのご寄稿をお待ち

しております。 

 

○機関誌委員会より 

（１）『中國出土資料研究』第 23 号の締切について 

2010 年度大会（2011 年 7 月 16 日開催）および 2011 年度大会（2012 年 3 月 10 日開催）

にて、『中國出土資料研究』の投稿要領改定が承認されております。第 23 号の投稿締

切日は、2018 年 12 月末日です。ふるってご寄稿下さいますよう、お願い申し上げます。  

（２）『中國出土資料研究』の奥付について 

機関誌では、その奥付記載発行日と実際の出版日との間のずれが大きいことに由来す

る問題が生じておりました。そこで、第 20 号からはその日付を一致させることになり

ました。最新第 21 号の奥付は 2017 年 7 月発行となっております。 

（３）『中國出土資料研究』原稿送付先について 

原稿の送付先は、会報末尾記載の事務局住所宛にお願いいたします。その際、メール

アドレスもお知らせ下さい。 

 

○事務局より 

（１）払込みにて年会費の納入をご希望の方は、ゆうちょ銀行の以下の口座にご入金下さい。 

口座番号：00180-5-13124   受取人：中国出土資料学会 

 なお会費は、    通常会員・準会員   年額４０００円 

              学生会員・海外会員  年額２０００円        

です。 

（２）住所変更等が生じた場合は、書面にて下記宛にご連絡下さい。 

〒113-0033 東京都文京区本郷 7-3-1 

東京大学文学部 大西研究室 

中国出土資料学会（事務局） 


